
第 17回透析液清浄化を考える会 
～海外も含めた洗浄方法から考える、塩素ガス発生防止対策～ 

拝啓 仲秋の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

本年の「透析液清浄化を考える会」では、洗浄剤誤混合による塩素ガス発生に関する各施設での事故事例や 

対策などの内容とさせて頂きました。洗浄剤誤混合については、各学会からも注意喚起が発出されており、現在、 

透析医療運用での重要課題と位置づけられております。幅広く、学びの多い勉強会となっておりますので、 

万障お繰り合わせの上、奮ってご参加くださいますようご案内申し上げます。                   敬具 

記 

■ 日時 ： 2025年 11月 27日（木）    18：30 ～ 20：30 （受付 18：00 ～） 

■ 会場 ： 連合会館 203 会議室 

  東京都千代田区神田駿河台 3-2-11  （JRお茶の水駅 徒歩 5分） 

※詳細場所は裏面地図にてご確認下さい。 

■ 定員 ： 100名 

司会 ： 明理会中央総合病院  星野 武俊 先生

事例紹介 「出張透析時、排水配管誤接続による塩素ガス発生事例」  

日機装株式会社  田中 剛 先生 

講演１  「誤混合が起こっても塩素ガスが発生しない新たな洗浄剤ついて」 

アムテック株式会社  石川 英典 先生 

講演２ 透析室における塩素ガス発生事例とその対策 

① 「容器工夫にて間違えない洗浄剤補充方法」 

 医療法人社団嬉泉会 嬉泉病院 千葉 康雄 先生 

② 「酸×非塩素系洗浄剤の組み合わせによる塩素ガス発生対策」 

 社会医療法人社団順江会 江東病院 中村 寛 先生 

③ 「在宅透析患者に配慮した在宅個人用装置での対応」 

 東京透析フロンティア池袋駅前クリニック 佐藤 大樹 先生 

④ 「震災時、弱酸性水生成装置転倒による塩素ガス発生を経験して」 

 医療法人社団清湘会 野木 雅仙 先生 

講演３ 「ここがポイント！海外はクエン酸熱水 1剤による洗浄消毒が主流  

海外の洗浄消毒について考える」 

日機装株式会社  年神 大輔 先生 

18:30 ～ 18:40 

18:40 ～ 19:00 

19:05 ～ 19:15 

19:20 ～ 19:30 

19:35 ～ 19:45 

19:50 ～ 20:00 

20:05 ～ 20:30 

主催：御茶ノ水血液浄化研究会 

共催：日機装株式会社／富士フイルム和光純薬株式会社   



 

 

 

 

 


